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（別紙２） 
 
８．研究実績報告（成果）（別紙） 

 
房総アレイ測線上に配置した観測点で得られた地震波形を使用して、レシーバー関数解

析を行った。本アレイでは中帯域地震計と短周期地震計が混在している。そこでまず、同

一地点に異なる地震計が設置されている場合のレシーバー関数の比較を行った。使用した

観測点は新潟県中越地方に東京大学地震研究所が設置している広神観測点（E.HRG）であ
る。ここでは、2002年 8月から約 2年間の間に観測された、震央距離 30°～90°の間に
発生した S/N比のよい地震を使用した。両地震計ともほぼ等しいレシーバー関数記録が得
られ、周期・特性の異なる地震計を同様に利用することが可能であることが分かった。し

かし、カットオフ周波数１Hz の記録を見ると、短周期地震計のレシーバー関数記録はイベ

ント到達前のノイズが大きい。地震計特性による低周波帯域での S/N 比の低下が主な原因

と考えられる。 
房総アレイ観測点では、これまで約 10ヶ月間遠地地震記録を収録している。現在までに

収録できている遠地地震記録のデータ量は十分ではなく、信頼できる結果を示すには、さ

らなるデータの蓄積が必要である。本年度は、アレイ下の観測点についての予備解析を行

い、制御震源による地殻構造探査結果との比較を行った。震央距離 30度から 90度の範囲
で発生した地震のうち S/N比のよい地震波形記録を選択して使用した。遠地地震から得ら
れたレシーバー関数の動径成分の振幅－時間記録を、速度構造モデルを仮定して振幅‐深

度記録に変換した(図１)。制御震源による地殻構造探査で得られた反射断面で、フィリピ

ン海プレート上部境界の深さに対応するところに、レシーバー関数解析でも正の振幅が見

られる。その深さは、南部で約 10km、北部に行くにつれて徐々に深くなり、北端で約 30km
であり、反射断面の結果よりも若干深い。これは、レシーバー関数解析で得られる正の振

幅は、浅部が低速度、深部が高速度となる境界を示しており、プレート内の海洋性地殻と

マントルの境界を見ているためと考えられる。ただし、浅部の不均質性とプレートの傾斜

の双方を考慮し、よる詳細な境界深度を推定するためには、より多様な方位から到来した

波を使用する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
図 1.  房総半島縦断測線に沿った鉛直断面の比較。(a)制御震源による地震波反射断面。(b)

各観測点におけるレシーバー関数の動径成分記録。 (c)遠地地震から得られたレシーバー

関数の動径成分の振幅表示。レイトレースには IASP91 速度構造モデルを使用した。正の振

幅を青色、負の振幅を赤で示している。 

 
 


